
アスベストの適正な処理を行う上で事業者が備えるべき要件を明確にし、それを満たす事業者を
優良事業者として認定する制度

優良事業者認定の基本方針

・全国アスベスト適正処理協議会と行政が連携して認定基準を策定し、公開する

・発注者、自治体は事業者選定において、この認定基準を活用することができる

・認定事業者の技術・サービスレベルの維持を図るため、協議会は認定基準を随時更新する
とともに、講習会などの教育プログラムを構築する

優良業者認定制度とは

認定の項目（案）

ヤシマ工業株式会社
TEL 03-3394-1772(代）  FAX 03-3394-1784

建物の安全と環境のために頑張り209年 アスベストや建物環境のエキスパート

●エレベータシャフト内の
　アスベスト処理
●耐震化対策に伴う
　アスベスト処理
●現地調査・分析

建物資産価値の向上サポート

●ビルやマンションの
　耐震診断・耐震改修
●省エネ改修
●総合リニューアル提案から施工まで
　建物の長寿命化事業

ヤシマの事業内容

■CO₂抑制の切り札
　建物の長寿命化事業
■住むほどに環境貢献
　建物などの緑化事業

ヤシマ工業がサポートします
アスベストから耐震まで

■ノウハウは20年以上の経験から
　定評あるヤシマのアスベスト対策

建物や施設のアスベスト対策

―
―
今
回
の
提
言
の
趣
旨

は
。「

ア
ス
ベ
ス
ト
を
保
有
し

て
い
る
の
は
公
共
・
民
間
問

わ
ず
建
物
所
有
者
が
９０
％
以

上
だ
。
昭
和
５０
年
代
を
境
に

使
用
量
は
減
っ
て
き
た
と
は

い
え
、
地
震
対
応
に
脆
弱
な

建
物
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が
大
量

に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
現
実

だ
と
思
う
。
今
回
の
震
災
で

は
津
波
被
害
と
放
射
能
問
題

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

き
ら
い
は
あ
る
こ
と
は
否
め

な
い
。
そ
れ
だ
け
地
震
被
災

が
甚
大
で
あ
っ
た
と
も
言

え
、
少
し
ず
つ
と
は
い
え
進

捗
し
て
い
る
復
興
事
業
に
期

待
を
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
地
震
の

直
接
物
理
的
な
被
害
に
よ
る

建
物
崩
壊
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス

ト
の
リ
ス
ク
が
あ
ま
り
注
目

さ
れ
て
お
ら
ず
、
本
来
、
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
側
面

に
お
い
て
は
、
非
常
時
、
日

常
時
問
わ
ず
非
常
に
重
要
な

地
震
対
策
の
要
素
で
あ
る
。

今
回
の
地
震
は
震
度
も
大

き
く
、
周
期
や
振
動
の
特
性

に
よ
り
、
構
造
体
以
外
に
設

備
や
天
井
、
壁
な
ど
非
構
造

物
の
被
災
も
多
く
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
露
出
が
起
こ
っ
て
い

る
事
例
が
多
い
。
今
後
の
地

震
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の
対

応
策
に
お
い
て
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
適
正
処
理
を
織
り
込
む

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。今

回
の
提
言
の
趣
旨
と
し

て
は
、
震
災
で
起
き
た
こ
と

を
踏
ま
え
、『
緊
急
時
の
対

策
』
と
と
も
に
、『
日
常
時

の
対
応
』
に
生
か
し
て
ほ
し

い
提
言
と
考
え
て
い
る
」

―
―
被
災
地
の
視
察
、
適

正
処
理
の
活
動
も
実
施
し
た

が
。「

協
議
会
で
視
察
団
を
結

成
し
て
昨
年
７
月
に
岩
手
、

宮
城
、
福
島
の
東
北
３
県
を

訪
れ
、
被
災
地
の
視
察
や
各

県
の
行
政
担
当
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
実
際

被
災
地
を
訪
れ
る
と
、
ア
ス

ベ
ス
ト
が
飛
散
し
て
い
る
と

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
や
、
今
後

飛
散
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
多
く
見
ら
れ
た
。
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
感
じ
た
こ
と
は
、
非

常
時
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
平
常
時
と
変
わ
ら
な
い
組

織
運
営
を
行
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
れ
で
は
ス
ム

ー
ズ
に
対
策
は
進
ま
な
い
だ

ろ
う
。『
た
ぶ
ん
大
丈
夫
だ

ろ
う
』
と
い
う
考
え
の
下
で

つ
く
ら
れ
た
危
機
管
理
体
制

で
、
日
本
人
社
会
の
危
機
対

応
の
脆
弱
性
を
実
感
し
た
。

ま
た
、
被
災
建
物
の
解
体
時

に
お
け
る
適
正
処
理
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、
被
災
各
地

で
の
講
習
会
で
補
助
活
動
を

行
っ
た
」提

言
の
ポ
イ
ン
ト

は
。「

提
言
は
『
建
物
・
構
築

物
に
お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
リ

ス
ク
の
見
え
る
化
と
未
然
防

止
対
策
』、『
震
災
時
に
お
け

る
建
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
被
災

の
対
応
と
対
応
す
る
人
材
の

育
成
』、
建
物
に
お
け
る
ア

ス
ベ
ス
ト
被
害
の
適
正
処
理

の
徹
底
を
図
る
た
め
『
優
良

事
業
者
の
認
定
制
度
の
確
立

と
所
有
者
の
支
援
策
』
の
３

つ
の
側
面
で
整
理
し
、
全
体

で
８
項
目
を
提
言
と
し
て
挙

げ
て
い
る
」

―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
イ
ン

ト
の
具
体
的
な
内
容
は
。

「
見
え
る
化
に
つ
い
て

は
、
緊
急
輸
送
道
路
の
み
な

ら
ず
、
避
難
道
路
、
避
難
場

所
周
辺
等
の
ア
ス
ベ
ス
ト
を

含
め
た
環
境
リ
ス
ク
の
情
報

公
開
を
義
務
付
け
、
そ
れ
を

基
に
作
成
し
た
環
境
リ
ス
ク

マ
ッ
プ
の
必
要
性
を
提
唱
し

て
い
る
。
ア
ス
ベ
ス
ト
版
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も

の
が
あ
れ
ば
、
被
災
建
物
の

応
急
判
定
時
、
避
難
時
、
被

災
が
れ
き
の
処
理
な
ど
で
生

か
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
建
物
の

ア
ス
ベ
ス
ト
被
災
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
応
急
度
判
定
に

お
い
て
、
構
造
体
の
被
災
状

況
と
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
飛

散
の
恐
れ
の
あ
る
建
物
の
使

用
禁
止
措
置
を
求
め
る
と
同

時
に
、
応
急
危
険
度
判
定
士

に
対
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス

ク
教
育
研
修
制
度
の
確
立
を

提
言
し
て
い
る
。

被
害
の
未
然
防
止
と
適
正

処
理
の
徹
底
に
関
し
て
は
、

ま
ず
ア
ス
ベ
ス
ト
処
理
に
は

除
去
、
封
じ
込
め
、
囲
い
込

み
な
ど
が
あ
る
が
、
わ
れ
わ

れ
が
終
始
訴
え
て
き
た
通

り
、
封
じ
込
め
・
囲
い
込
み

に
は
限
界
が
あ
る
。
封
じ
込

め
・
囲
い
込
み
の
措
置
を
し

て
も
資
産
除
去
債
務
の
観
点

か
ら
、
い
ず
れ
は
除
去
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
震
災
に

よ
る
飛
散
の
リ
ス
ク
を
常
に

抱
え
る
こ
と
に
も
な
る
の

で
、
除
去
を
推
進
す
べ
き

だ
。
さ
ら
に
、
適
正
処
理
の

観
点
か
ら
、
処
理
業
者
の
育

成
、
優
良
業
者
の
認
定
制
度

の
整
備
な
ど
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

支
援
制
度
の
確
立
に
つ
い

て
だ
が
、
東
京
都
が
緊
急
輸

送
道
路
沿
い
の
建
物
の
耐
震

化
に
向
け
て
条
例
を
定
め
、

診
断
、
設
計
、
補
強
に
対
す

る
補
助
施
策
を
実
施
し
て
い

る
。
同
様
な
仕
組
み
と
し

て
、
耐
震
と
併
せ
て
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
リ
ス
ク
を
排
除
す

る
支
援
制
度
も
確
立
す
べ
き

だ
と
考
え
て
い
る
」

―
―
今
後
の
協
議
会
と
し

て
の
活
動
は
。

「
当
協
議
会
は
、
提
言
の

小
冊
子
で
も
沿
革
を
示
し
て

い
る
が
、
ク
ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク

後
の
『
緊
急
提
言
』、『
ア
ス

ベ
ス
ト
適
正
処
理
に
係
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
』
の
策
定
、

『
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
債
務

対
応
』、
震
災
後
の
緊
急

『
ア
ス
ベ
ス
ト
対
応
』、『
被

災
地
の
実
態
』、
そ
し
て
、

被
災
建
物
の
解
体
に
お
け
る

『
適
正
処
理
へ
の
ポ
イ
ン
ト
』

の
啓
蒙
活
動
な
ど
を
、
ア
ス

ベ
ス
ト
の
適
正
処
理
促
進
に

向
け
着
実
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
回
の
提
言
も
こ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
ベ
ー
ス
と
な

っ
て
お
り
、
ま
た
、
今
後
も

ア
ス
ベ
ス
ト
リ
ス
ク
へ
の
対

応
を
最
重
点
課
題
と
し
て
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
。

重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
協
議
会
の
社
会
的
組
織

と
し
て
の
確
立
と
優
良
事
業

者
認
定
に
向
け
て
の
推
奨
基

準
な
ど
の
整
備
で
あ
る
。
提

言
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
形
で
普
及
を
図
っ
て
い
く

か
は
今
後
の
検
討
課
題
だ

が
、
行
政
な
ど
を
通
じ
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
く
の
が

現
実
的
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
る
。

過
去
の
ア
ス
ベ
ス
ト
の
取

り
扱
い
や
処
分
の
不
適
切
さ

が
、
中
皮
腫
な
ど
の
被
害
者

の
拡
大
と
い
う
形
で
顕
在
化

し
て
い
る
状
況
下
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
復
旧
・
復
興

は
現
在
進
ん
で
い
る
最
中

で
、
課
題
も
山
積
し
て
い

る
。
そ
う
し
た
中
、
一
日
も

早
い
『
安
全
・
安
心
な
環
境

づ
く
り
』
を
実
現
す
る
こ
と

に
わ
れ
わ
れ
も
少
し
で
も
貢

献
で
き
る
よ
う
、
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
」

全
国
ア
ス
ベ
ス
ト
適
正
処
理
協
議
会
は
、
東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か

に
な
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
震
災
対
策
の
現
状
と
課
題
を
洗
い
出
す
と
と

も
に
、
過
去
の
震
災
の
教
訓
も
踏
ま
え
た
上
で
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
が
適

正
に
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
、「
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
ア
ス

ベ
ス
ト
の
適
正
処
理
へ
の
提
言
」
を
策
定
、
３
月
に
提
言
案
を
発
表
し

て
い
る
。
適
正
処
理
に
向
け
、
同
協
議
会
で
は
現
地
視
察
、
解
体
時
の

適
正
処
理
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講
習
も
実
施
し
て
お
り
、
震
災
に
よ
る

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
の
危
険
性
や
、
今
後
適
切
な
対
策
が
行
わ
れ
る
必
要

性
を
訴
え
る
。
同
協
議
会
コ
ン
サ
ル
部
会
長
の
清
水
博
氏
に
、
提
言
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
聞
い
た
。

東東日日本本大大震震災災ににおおけけるる
アアススベベスストトのの適適正正処処理理へへのの提提言言（（概概要要））

＜建物・構築物におけるアスベストリスクの見える化＞
提言１ アスベストリスクの把握と建物定期報告制度の充実化

１９８０年以前の不特定多数の人が利用する建物施設に関しては、面積に係ら
ず建物所有者に報告の義務

提言２ 地域におけるアスベストリスクの情報公開
緊急輸送道路のみならず避難道路、避難場所周辺などのアスベストを含め

た環境リスクの情報開示、環境リスクマップの提供
提言３ 日常時におけるアスベスト被害の未然防止措置の徹底

地震被災による封じ込め・囲い込み措置部分の崩落・崩壊が多数みられ
る。会計制度における除去資産の算定と歩調を合わせ、除却方策を徹底する
ことが望ましい。
災害時におけるアスベスト飛散・ばく露等の未然防止のためには、アスベ

スト保有建物・施設の崩壊・被災を最小限にすることが望ましいことです。
そのことにより、被災対応時や避難時におけるアスベスト飛散による二次被
害の防止になることは言うまでもありません。

＜震災時における建物のアスベスト被災の対応＞
提言４ 緊急被災時の応急危険度・被災度区分におけるアスベストリスクの織

込み
現状の応急度判定において構造体の被災状況の判断と同時にアスベストに

よる飛散の恐れのある建物の使用禁止措置を求めます。
提言５ 応急危険度判定士教育研修制度に被災時におけるアスベストリスクの

認知
応急度判定に携わる建築関連技術者にアスベストリスクの知見・認識をも

って判定にあたるために講習にその判断・判定基準を織り込みます。
提言６ アスベストの飛散防止措置
被災時における飛散状況把握を初期段階に施行することにより飛散防止措置
を徹底します。

＜未然防止措置と適正処理の徹底のための優良事業者認定と支援制度＞
提言７ 建物・構築物調査、解体、アスベスト除去作業の優良事業者の認定制

度の確立
アスベストリスクの見える化と情報開示がなされることと、そのリスクの

排除を適正に進めるために、適正処理の徹底が望まれます。と同時に適正処
理を遂行できる優良事業者の認定制度が必要です。診断、監視、解体から廃
棄・無害化までできる適正処理業者の育成がアスベストリスクを最小限にし
てくれるはずです。

提言８ 建物所有者に対して、アスベストを除去し安全な空間づくりへの支援
制度の確立

東京都が緊急輸送道路沿いの建物の耐震化に向けて条例を定め、診断・設
計・補強に対する補助施策を施行中です。
同様な仕組みとして、耐震と合わせアスベストのリスクを排除する支援制度
も確立すべきと考えます。

「「東東日日本本大大震震災災ににおおけけるるアアススベベスストトのの適適正正処処理理へへのの提提言言」」取取りりままととめめへへ

全
国
ア
ス
ベ
ス
ト
適
正
処
理
協
議
会

コ
ン
サ
ル
部
会
長

し

み

ず

ひ
ろ
し

清
水
博
氏
に
聞
く

環
境
リ
ス
ク
を
見
え
る
化

飛
散
防
止
へ
除
去
推
進
を
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